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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第１四半期連結
累計期間

第22期
第１四半期連結
累計期間

第21期

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日

売上高 （千円） 465,347 451,311 1,909,324

経常損失（△） （千円） △361,120 △302,772 △1,823,818

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △370,446 △307,300 △1,643,198

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △368,407 △211,534 △1,681,603

純資産額 （千円） 6,819,327 5,719,546 5,931,081

総資産額 （千円） 9,002,386 7,462,154 7,646,578

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）
（円） △4.11 △3.32 △18.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 75.3 76.0 77.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成28年10月1日から平成28年12月31日まで）の連結経営成績は以下のとおりであ

ります。

（金額単位：百万円）

 

売上高 営業損失（△） 経常損失（△）
親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）

1株当たり

四半期純損失

金額（△）

当第１四半期

連結累計期間
451 △414 △302 △307 △3.32円

前第１四半期

連結累計期間
465 △374 △361 △370 △4.11円

増減率（％） △3.0 － － － －

 

①　当社グループの事業環境

　再生・細胞医療に関連する法整備（※注）が実施され、これまで再生・細胞医療に積極的で無かった製薬企業、

地域の中核医療機関、研究機関等が再生・細胞医療への取り組みを加速しており、当社への引き合いが増加してお

ります。

　このような事業環境を背景に当社グループは、これまで行ってきた免疫細胞の加工だけに止まらず、製薬企業や

医療機関等からの細胞加工の受託、再生医療等製品の開発（下記の図１を参照）を行うとともに、再生・細胞医療

のバリューチェーン（下記の図２を参照）を事業化することを目標に掲げ、事業範囲と収益力の拡大を図っており

ます。

（注）「再生医療を国民が迅速かつ安全に受けられるようにするための施策の総合的な推進に関する法律」、「再生医療等の安全性の確

保等に関する法律」及び「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」

 

（図１）再生・細胞医療に関連する法整備によるビジネスモデルの変化
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（図２）再生・細胞医療のバリューチェーン

事業範囲の拡大

１．再生・細胞医療のコンサルティング（細胞加工技術者、細胞培養加工施設の設計・運用）

２．技術移転

３．プロセスの開発

４．資材・機器の提供

５．細胞の保存・凍結技術

６．細胞の輸送

 

②　概況

　再生・細胞医療のバリューチェーンの事業売上を拡大するべく、細胞培養加工施設の設計、運用等のコンサル

ティング、細胞加工技術者の派遣及び再生医療に関わる研究活動の支援等の業務受託や細胞加工物の製造受託を獲

得するため、営業部門を強化、拡充して営業活動を推進しております。

　また、研究開発活動としては、細胞医療製品の製造販売承認の取得を目指し、大学病院等との共同研究を通じた

開発の推進に加え、国内外の有望な製品候補の探索にも取組んでおります。

 

③　売上高・利益

　売上高は、主力の細胞加工売上が前年同期とほぼ同水準であったこと、前年同期にあった細胞医療用機器や資材

の売上が減少したこと等により、前年同期に対して3.0％減となりました。

　利益面では、人員の再配置により営業部門を強化、拡充し、再生・細胞医療に関連する医療・研究機関、企業に

幅広く営業活動を行ったこと等から販売費及び一般管理費が増加したことにより営業損失は前年同期に対して拡大

しましたが、外貨建ての長期貸付金の円換算等による為替差益等による営業外収益の増加により、経常損失及び親

会社株主に帰属する四半期純損失は前年同期に対して縮小しました。
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④　セグメント別の概況

（金額単位：百万円）

 

報告セグメント 調整額

（注）１

四半期連結損益計算書

計上額（注）２細胞加工業 細胞医療製品事業

売上高
セグメント

損失（△）
売上高

セグメント

損失（△）

セグメント

損失（△）
売上高

セグメント

損失（△）

当第１四半期

連結累計期間
451 △86 0 △113 △214 451 △414

前第１四半期

連結累計期間
463 △95 1 △119 △160 465 △374

増減率（％） △2.7 － △99.6 － － △3.0 －

（注）１．セグメント損失（△）の調整額は、全社費用であります。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

 

〔細胞加工業〕

　再生・細胞医療のバリューチェーンの収益化の拡大を図るとともに、特定細胞加工物や再生医療等製品の製造受

託のため、営業部門を拡充、強化し、幅広く営業活動を推進しております。

　売上高は、主力の細胞加工売上が前年同期とほぼ同水準であったこと、前年同期にあった細胞医療用機器や資材

の売上が減少したこと等により、前年同期に対して2.7％減となりましたが、セグメント損失は、売上原価が減少

したこと等により前年同期に対して縮小しました。

 

〔細胞医療製品事業〕

　細胞医療製品の製造販売承認の取得を目指し、大学病院等との共同研究を通じた開発の推進に加え、新たな細胞

医療製品のパイプラインの拡充を視野に入れ、有望な製品候補の探索にも取組んでおります。

　売上高は、先進医療の対象となる患者が少なかったことから前年同期に対して99.6％減となりましたが、セグメ

ント損失は、研究開発費が減少したことにより前年同期に対して縮小しました。

 

(2）財政状態の状況

（連結財政状態）

 
前連結会計年度末

当第１四半期

連結会計期間末
増減額

資産合計（百万円） 7,646 7,462 △184

負債合計（百万円） 1,715 1,742 27

純資産合計（百万円） 5,931 5,719 △211

自己資本比率（％） 77.0 76.0 －

１株当たり純資産（円） 63.51 61.23 △2.28

　資産合計は、前連結会計年度末に比べて184百万円減少しました。主な増加は、有価証券200百万円、投資有価証

券125百万円、主な減少は、現金及び預金478百万円です。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べて27百万円増加しました。未払金等の流動負債が5百万円増加し、繰延税

金負債等の固定負債が21百万円増加しました。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて211百万円減少しました。親会社株主に帰属する四半期純損失が307百

万円となり株主資本が減少しましたが、その他有価証券評価差額金が95百万円増加しました。

　以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の77.0％から76.0％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、83,698千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 175,120,000

計 175,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 92,678,009 92,678,009
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株でありま

す。

計 92,678,009 92,678,009 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 92,678,009 － 6,778,593 － 8,191,153

（注）平成28年11月17日開催の取締役会において、平成28年12月21日開催の定時株主総会に資本金及び資本準備金の額

の減少並びに剰余金の処分についての議案を付議することを決議し、同株主総会において承認可決され、平成29

年１月31日付で効力が発生しております。

詳細は、「第４ 経理の状況（重要な後発事象）」をご覧ください。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　92,673,600 926,736 －

単元未満株式  普通株式　　　 4,409 － －

発行済株式総数 92,678,009 － －

総株主の議決権 － 926,736 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,400株（議決権24個）含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年10月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,494,270 2,015,362

売掛金 358,674 326,456

有価証券 1,100,000 1,300,000

原材料及び貯蔵品 60,414 61,051

その他 298,382 296,373

流動資産合計 4,311,742 3,999,243

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,204,222 1,169,653

その他（純額） 265,564 249,974

有形固定資産合計 1,469,787 1,419,627

無形固定資産 265,199 246,929

投資その他の資産   

投資有価証券 432,917 558,123

長期貸付金 1,186,951 1,279,180

長期前払費用 403,074 381,322

貸倒引当金 △580,000 △580,000

その他 156,905 157,728

投資その他の資産合計 1,599,850 1,796,353

固定資産合計 3,334,836 3,462,910

資産合計 7,646,578 7,462,154

負債の部   

流動負債   

買掛金 97,894 96,116

短期借入金 800,000 800,000

未払法人税等 34,789 16,407

賞与引当金 81,437 40,916

その他 231,846 298,522

流動負債合計 1,245,968 1,251,961

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 75,000 75,000

資産除去債務 210,410 211,180

その他 184,118 204,465

固定負債合計 469,528 490,646

負債合計 1,715,496 1,742,607

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,778,593 6,778,593

資本剰余金 8,191,153 8,191,153

利益剰余金 △9,154,581 △9,461,881

株主資本合計 5,815,165 5,507,865

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 71,004 166,769

その他の包括利益累計額合計 71,004 166,769

新株予約権 44,911 44,911

純資産合計 5,931,081 5,719,546

負債純資産合計 7,646,578 7,462,154
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 465,347 451,311

売上原価 284,142 259,797

売上総利益 181,204 191,514

販売費及び一般管理費 556,001 606,244

営業損失（△） △374,796 △414,729

営業外収益   

受取利息 10,989 7,458

為替差益 4,634 103,126

その他 3,578 5,473

営業外収益合計 19,202 116,058

営業外費用   

支払利息 3,256 2,601

社債発行費等 645 －

設備賃貸費用 1,624 1,500

営業外費用合計 5,525 4,101

経常損失（△） △361,120 △302,772

特別損失   

投資有価証券評価損 3,733 1,999

関係会社清算損 3,318 －

特別損失合計 7,051 1,999

税金等調整前四半期純損失（△） △368,171 △304,772

法人税、住民税及び事業税 2,819 2,718

法人税等調整額 △544 △191

法人税等合計 2,275 2,527

四半期純損失（△） △370,446 △307,300

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △370,446 △307,300
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純損失（△） △370,446 △307,300

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,039 95,765

その他の包括利益合計 2,039 95,765

四半期包括利益 △368,407 △211,534

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △368,407 △211,534

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 83,806千円 77,834千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成27年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 細胞加工業

細胞医療製品
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 463,748 1,598 465,347 － 465,347

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 463,748 1,598 465,347 － 465,347

セグメント損失（△） △95,470 △119,093 △214,564 △160,232 △374,796

　（注）１．セグメント損失（△）の調整額△160,232千円は、全社費用であります。全社費用は、報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 細胞加工業

細胞医療製品
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 451,305 5 451,311 － 451,311

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 451,305 5 451,311 － 451,311

セグメント損失（△） △86,409 △113,485 △199,894 △214,835 △414,729

　（注）１．セグメント損失（△）の調整額△214,835千円は、全社費用であります。全社費用は、報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △4.11円 △3.32円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△370,446 △307,300

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）
△370,446 △307,300

普通株式の期中平均株式数（株） 90,133,100 92,678,009

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

(1) 第２回無担保転換社債型

新株予約権付社債

新株予約権の数　40個

普通株式　2,994,011株

(2) 第10回新株予約権

新株予約権の数　48個

普通株式　2,400,000株

(3) 第11回新株予約権

新株予約権の数　127個

普通株式　6,350,000株

―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　（資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分）

　当社は、平成28年11月17日開催の取締役会において、平成28年12月21日開催の第21回定時株主総会に資本金の額

の減少及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分についての議案を付議することを決議し、同株主総会におい

て承認可決され、平成29年１月31日に効力が発生しております。

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

　現在生じております利益剰余金欠損額を解消し、財務体質の健全化を図ることを目的として、会社法第447条第1

項及び第448条第1項の規定に基づく資本金及び資本準備金の額の減少並びに会社法第452条の規定に基づく剰余金

の処分を行うこととしました。

　なお、本件は、「純資産の部」における科目間の振り替えであり、当社の純資産の額の変動はなく、業績に与え

る影響はございません。

 

２．資本金及び資本準備金の額の減少の内容

(1）減少する資本金の額

　資本金の額6,778,593,475円を963,123,061円減少し、5,815,470,414円といたしました。

(2）減少する資本準備金の額

　資本準備金の額8,191,153,475円を全額減少し、減少後の資本準備金の額を0円といたしました。

 

３．資本金及び資本準備金の額の減少の方法

　払戻を行わない無償減資とし、発行済株式総数の変更は行わず、資本金及び資本準備金の額を減少し、全額をそ

の他資本剰余金へ振り替えました。

 

４．剰余金の処分の内容

　会社法第452条の規定に基づき、上記の効力が生じた後のその他資本剰余金9,154,276,536円全額を繰越利益剰余

金に振り替え、欠損填補に充当いたしました。これにより繰越利益剰余金の額は0円となりました。

(1）減少する剰余金の項目及びその額

　その他資本剰余金　9,154,276,536円

(2）増加する剰余金の項目及びその額

　繰越利益剰余金　　9,154,276,536円
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

株式会社メディネット

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 関口　　茂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　雄一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メ

ディネットの平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２８

年１０月１日から平成２８年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２８年１０月１日から平成２８年１

２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディネット及び連結子会社の平成２８年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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